
本人との関係 苦情相談の内容 対応結果

家族

私は仕事をしながら父を介護し
ているため、出張の時に短期入
所療養介護を利用している。父
は、大腿骨骨折で入院し、リハ
ビリをして歩けるようになっ
た。自宅での排泄は、トイレま
で誘導しているが、短期入所で
はオムツの着用を求められてい
る。また、リハビリはベッド上
で簡単に行うだけである。トイ
レでの排泄と歩行訓練をしてほ
しいと施設に要望したが応じて
もらえない。

サービス担当者会議で具体的なサービス内容の要
望を伝えたのかを確認すると、サービス担当者会
議には参加したことがないと言われる。また、短
期入所療養介護は、介護支援専門員が作成した居
宅サービス計画書に沿ってサービスを提供しなけ
ればならないことを説明すると、計画書に署名は
したが内容を詳しく確認していないとのことで
あった。計画書の内容を確認した上で、介護支援
専門員に希望するサービス内容を伝え、サービス
担当者会議の開催を求めてみるように助言した。

家族

父は退院後、短期入所療養介護
で老人保健施設を利用すること
になった。利用する前に老健施
設の職員から30日分の薬を貰っ
ておくように言われたので、ク
リニックで処方してもらった
が、その２週間後老健施設への
入所が決まると、更に30日分の
薬を貰うよう指示された。薬は
まだ残っているので必要ないの
ではないかと施設に確認する
と、そういうルールになってい
ると言われるだけで、適切な説
明がなかった。

相談者は、市からは、施設のルールについては何
も言えないが医療保険制度としてはおかしいと言
われたため、市の回答を持って再度施設に説明を
求めると、施設に呼び出されて話し合いをするこ
とになったと言われる。老健施設の日常的な医療
費は施設サービス費に含まれるが、病状が施設で
は対応できない場合は他科受診となることを説明
すると、そのことについて施設に確認すると言わ
れた。


